
 

 

「南の言語」の派生形態論 ―台湾南島諸語の語彙的接頭辞の多様性― 

趣旨 

野島本泰（大阪大学非常勤講師） 
 

1. 語彙的接頭辞とは？ このワークショップの目標は？ 

    台湾南島諸語には，語彙的接頭辞（lexical prefix: 以下 LP と呼ぶ），すなわち，具体的な語彙的意味を表

す接辞が発達している。例(1)のように「再び言う，再び歌う，再び啼く，再び取る」という意味をブヌン語

では「再び」を表す語基に「声でする」「取る」という意味をそれぞれ表す 2 つの接辞を用いて表せる。 

(1) a. tu-hna       tupa「再び言う」  b.   tu-hna  ka-huzas「再び歌う」 

 LP(言う)-√再び    言う          LP(言う)-√再び LP(作る)-√歌 

     c. tu-hna       tu’ia「再び啼く」  d.   si-hna  siza「再び取る」 

 LP(言う)-√再び     啼く         LP(取る)-√再び 取る 

    接辞は「複数の形態素から構成される語において 文法的機能を担っている形態素」，語基は「語彙的な

内容を表現する形態素」と一般に定義される（長屋 2015）。だがこの定義だと，例(1)から(4)に含まれる 

tu-, si-のような接辞は「奇妙」に映る。この種の「語彙的」な接辞は，土田(1990)，Nojima (1996)以来，研

究者の好奇心を刺激し，台湾，オセアニアの言語のものも含め，多くの研究がなされてきた（Tsuchida 2000, 

Adelaar 2004, Ozanne-Rivierre and Rivierre 2004, Li 2009, Osumi and Tsuji 2009, Chang 2009, Lau 2017）。 

    今世紀に入り，台湾南島諸語の辞書，文法が相次いで出た（例：Blust 2003, 吳 2013/2019）。諸言語の LP

を概観する環境が整ったわけだが，その LPを俯瞰した研究は管見では一つもなされていない。そこでこの

ワークショップでは，ブヌン語のような，LP の活性が高い言語（豊富な数の接辞を持ち，LP が文法的にも

重要な機能を持つ言語），ブヌン語ほどは活性が高くないパイワン語のような言語，さらにアミ語のよう

な，LPを少ししか持たず，生産性も意味的透明性も低い言語を比べ，台湾南島諸語全体の LPを考する。 

    このワークショップでは以下を目指す：(1) LPの目録作り。(2)人類言語の接辞の多様性を適切に認識する

ための考察。(3) 「北の言語」の派生形態論の対照研究。語彙的接辞の存在は北米モース諸語の研究では古

くから知られており，宮岡(1992)，亀井他[編] (1996)の「語彙的接尾辞」にも詳細な解説がある。台湾やオ

セアニアなど「南の言語」の LP を「北の言語」の語彙的接尾辞と比べ，その共通点，相違点を探る。 

    このワークショップの構成：ブヌン語，パイワン語，アミ語の専門家が，各言語とその周辺の言語の LP

の概況を述べ，そのあと台湾南島諸語全体の LP について討論を行う。 
 

2. このワークショップでは，台湾南島諸語の LPを以下の点に着目し，対照する 

A. どのような接辞があるか？意味と形は？ 

    結論を先に述べると，このワークショップの 3つの調査により，表 1に示す結果が得られる。 

表 1  どのような意味が LPで表せるか 
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ブヌ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － － － － － 
サア ＋ － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － － － ?? ?? ?? 

シラ － － ＋ ＋ － － ＋ ＋ － － ＋ ＋ － ＋ ＋ － － － － － ＋ ＋ 
パイ － － － － ＋ － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － ＋ ＋ ＋ ＋ － ＋ － ＋ － － 
クヴ － － － － － ＋ － － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － － － ＋ － － 
アミ － － － － － ＋ － － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － － 
セデ ?? ?? ?? ?? ?? ＋ ?? ?? ?? ?? ＋ ?? ?? ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ?? ＋ ?? ?? 
アタ ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ＋ ＋ ?? ＋ ?? ?? ＋ ＋ ＋ ?? ?? ?? ＋ ?? ?? 
タガ LPを持たない 
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注：言語名を以下の通り略：ブヌン，サアロア，シラヤ，パイワン，クヴァラン，アミ，セデック，アタヤル，タガログ 

 

B.  LPと語基の間にはどういう意味関係があるか？  これも結論を先取りして表 2に示す。 
 

表 2  LPと語基の間にはどのような意味関係が成立しうるか 

 対象 回数 多/少 数量 範囲 レ貼 様態 描写 結果 可能 空語根 願望 場所 

ブヌ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － ＋ 

サア ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ?? ＋ ＋ ＋ ?? ?? ?? ＋ 

シラ ＋ ＋ ＋ － ＋ － ＋ ＋ － ＋ － ＋ ＋ 

パイ ＋ ＋ ＋ ＋ － ＋ － ＋ － － (＋) － ＋ 

クヴ ＋ ?? ?? ?? ?? ＋ － － ?? － － － ＋ 

アミ ＋ － ＋ (＋) (＋) ＋ － － (＋) － － － ＋ 

セデ ＋ ?? ?? ?? ?? ＋ ?? ?? ?? ?? ?? ?? ＋ 

アタ ＋ ?? ?? ?? ?? ＋ ?? ?? ?? ?? ?? ?? ＋ 

タガ LPを持たない 

注：空語根とは，意味を持たない語根のこと。語彙的な意味を持つ LPを運ぶ役割しかない。ブヌン語の -’uni はその

例。min-’ikul「尾(ikul)になる」に対し，min-’uni mas utung「猿(utung)になる」。 

 

C. 接辞に生産性はあるか？生産性の高低を次の 4つを観察し，判断する。 

 (a)付く相手の種類を選ばない，(b)外来語にも付く，(c)即興的にも作られる，(d)句につきうる。 

D. LPと，意味的に対応する語根との間に，形式上の一致または類似はあるか？ 

E. 接頭辞調和（後述）はあるか？ 

    最後に，ブヌン語，サアロア語，シラヤ語など中南部の諸語に見られる LPの活性の高さは地域特徴なの

か，それについて考察する。 
 

3. 台湾南島諸語とは？ 

     台湾全土に分布する南島語族（=オーストロネシア語族）に属する言語（台湾原住民の総人口 574,106人 

[原住民族委員会による 2020年の統計]）。南島祖語に再構される音韻的対立を残す。祖語に近いと言われ

る。系統関係は諸説ある。フィリピンやオセアニアに比べ複雑。動詞派生において顕著。その一つが LP。

動作とその様態は節連結で，様態を本動詞が，動作そのものを副動詞が表す。 
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